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明石会長

＜人権教育＞
従来の大阪府「人権教育基本方針」及び「人権教育推進プラン」に加えて、2015年に国連で策定された「持続可能な開
発目標」（SDGs）の理念を踏まえ、この度の「COVID-19」等に関わる差別や偏見、虚偽情報等をなくすための人権教
育の一層の取組みを行うべき。
具体的には、①新型コロナウイルス感染症等への対応等、人権意識の向上を図る教職員研修体制の充実、②感染症
等、新たな人権教育教材の開発と研究実践、③保護者等への啓発発信が考えられる。

興梠委員

＜いじめ対応＞
家庭と学校が協力して、子どもの異変にいち早く気づくことができるよう、アンテナを張り巡らせていただきたい。特に今後は新
型コロナウイルス関連のいじめが増える恐れがあり、子どもが新型コロナウイルスに感染した場合の対処が大事になると思われ
る。

＜運動部活動指導者の資質向上（具体的取組88）＞
運動部活動の指導者である教職員の指導力向上、資質向上を図るため、運動部活動マネジメント研修を行っているとの
ことであるが、運動部だけが対象で良いのか。吹奏楽部をはじめとする文化部についても、全国的に見れば体罰や自殺も生
じている中、指導力はもちろんのこと、人格や子どもの個性に応じ臨機応変に対応できる資質も必要であると思われる。
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